
開発成果（発明）の確認と明

その有利な効果は
構成のどんな機能
に基づくのかを確
認する

その有利な効果は
どんな構成によっ
て生じるかを確認
する

相異点に注目し、
開発技術の特有

（顕著）な効果と
技術的課題を明確
にする→ BS法

同じ機能を発揮す
る他の構成を案出
する（構成要件の
組合せのパリ

ションも考慮す
る）

i誓笠
従来技術(Ao)
と開発技術(B
7:)とを比較し、

構成の一致点
(s)と相違点を

確認する

発明を階層的（解
決原理と具体的な

実施形態）、 多面
的（用途や製造方
法等）に捉える

展開した各発明の

構成における特有

の効果を把握する

以上の内容を文章
化することにより
特許明細書を完成さ
させる（成果を確
認する）












